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◇にじと風、新型コロナウイルス、クラスター終息

　　3/9(水)､最初に利用者の感染が判明、クラスター化した。

　保健所の指導、或いはそれぞれに主治医、かかりつけ医を受診。

　3/11(金)～21(月)の間は施設閉所。その後は感染拡大には至らず。

　3/22(火)から施設再開。

　　4/11(月)の職員ＰＣＲ検査の結果は、家庭内感染で自宅待機中

　の職員1名を除き全員陰性でした。

◇天災害は忘れる前にやってくる ?

　　｢天災は忘れた頃にやってくる｣という言葉

　は、寺田寅彦が唱えたといわれています。

　2011.3.11東日本大震災･原発事故から11年が

　経ち、世界では立て続けに自然災害や人災が

　発生しています。

　　このほぼ２年間は、新型コロナウイルスに

　に翻弄され、3/7(月)からの｢まん延防止等重

　点措置｣ は解除されましたが、新規感染者数

  は高止まりの気配です。第7波到来です。

　第7波で打ち止めにしたいものです。 東日本大震災当時の岩手県釜石市の様子

◇正常性バイアスと 新型コロナ感染対策

　　　｢正常性バイアス｣とは心理学の用語で、予期しない事態に直面したとき ｢ありえない｣という先入

　観や思い込み(バイアス)が働き、正常の範囲内と思ってしまう心の働きをいうんだそうです。

　　先の東日本大震災では、高い堤防があるから逃げなくても、またハザードマップでは安全な場所

　だから逃げなくても大丈夫として避難が遅れ多数の犠牲者が出たともいわれます。

　一方、正常性バイアスを打破り多くの命を救った｢釜石の奇跡｣とは、釜石東中の生徒が ｢予め定め

　られた避難場所が安全｣という正常性バイアスにとらわれず冷静に状況を判断して 更に安全な高台

　に避難したことが一つ目の教訓、そしてその生徒らの行動を見た人たちに伝わって、皆がつられて

　行動したことで更に多くの人の命が救われたといわれています。

　　今回の新型コロナ感染拡大は、感染対策の指導的立場にある人たちの、この｢正常性バイアス｣に

　よる危機感の欠如というものが招いたことがとっても大きいといえるのではないでしょうか。

　私たちも、ニュースで感染の拡大を知らされるものの ｢自分は大丈夫｣｢自分には関係ない｣｢まさか

  自分は感染しない｣｢まだ大丈夫｣ と思ってしまう。自分にとって都合の悪い情報を過小評価してし

　まった結果が現状であるという認識を持っておいた方がいいのかもしれませんね。

　　しかし｢正常性バイアス｣は、人間にとって心のバランスをとるために必要なもので、災害時など

　に一致団結して助け合うということにも繋がるので、｢正常性バイアス｣そのものが悪いというわけ

　ではなさそうです。では、｢正常性バイアス｣が悪い方向へ働いてしまうのを防ぐために必要なのは

　何か、｢訓練｣と｢想像力｣だといわれています。

　　新型コロナウイルスの感染拡大に関しては、｢訓練｣というよりも｢想像力｣の問題でしょう。

　｢これをしたら感染する可能性が飛躍的に高くなる｣、｢自分が感染したら･････｣ という当たり前の

　想像力を働かせることが大切なんだと思います。

　そして、私たちの周辺では、感染疑いの兆候を見逃さず、放置せずに、即対応しましょう。
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◇にじと風、施設内での行事から

　☆3/26(土)、ボーリング大会

　　学校の年度末行事がほぼ一巡、施設も再開され、｢春の特別活動」がスタートしました。

　　手作りのボーリング場は初めての人もいました、入賞表彰状をもらえなかったＡさんの泣き叫びが続いた。

　　最後には全員がお土産をもらってボーリング場を後にしました。5月の連休にはお出かけができるようになれば。

◇保護者会からのお知らせ

　＊新年度の役員です。

会長……上野和美(再任) 事業担当(収益)　…………上野和美(再任)

副会長…小島和恵(再任) 事業担当(きょうされん)…伊藤麻紀(再任)

書記……清水和美(再任) 事業担当(視察研修)………白柳　都(再任)

会計……笠川智子(新任) 事業担当(ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄﾌｧｲﾙ)…白柳　都(再任)

　＊保護者会はコロナ禍の影響を受けてここ２年程は活動の自粛を余儀なくされてきました。

　　この厳しい時期に役員につかれるご苦労をお察しします。

　＊新年度も、皆で集まっての研修視察・勉強会などは難しそうです。

　　ここは保護者会で出来ること、何が出来るかをじっくり考える年にしてもいいかもしれません。

◇4月度収益事業の報告
no.

1 3/12(土)､9:00-10:00 資源回収 大野晃/米倉聡

2 4/3(日) 市役所フリマ

3 4/9(土)､9:00-10:00 資源回収 大野晃(実積報告待ち)

◇これからの予定

　　・5/1(日) 　　　　 　   市役所フリマ(八千代 遊･友･バザール)/⇒中止

　　・5/7(土)､9:00-10:00  　資源回収

◇編集後記

　　新年度に入りました。

　桜がきれいに咲きました。新型コロナウイルスに感染しないで夏を迎えましょう。(吉野康生記)
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(新型コロナウイルスの影響を考慮し中止)

収益事業
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収入(円) 備考(担当など)
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